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総
会
は
、
議
長
団
に
中
山
氏
（
Ｊ
Ｒ
連

合
退
職
連
）
と
大
河
内
氏
（
全
造
船
機
械

高
退
協
）
を
選
出
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
阿
部
会
長
は
、「
安

倍
政
権
の
成
長
戦
略
に
反
対
し
、
総
会
後 

                

              

  

直
ち
に
制
度
要
求

を
各
党
に
行
う
。
改

正
す
る
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
は
、
企
業
保 

護
ル
ー
ル
だ
。
今
国 

会
で
審
議
し
て
い
る

安
全
保
障
関
連
法
案
は
、
戦
争
法
案
で
あ

り
徴
兵
制
に
繋
が
る
の
で
廃
案
に
す
る
し

か
な
い
。
来
年
の
参
院
選
は
、
12
名
の
推

薦
候
補
者
の
全
員
当
選
を
目
指
し
て
が
ん

ば
ろ
う
」
と
力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。 

  

来
賓
に
は
古
賀
連
合
会
長
、
民
主
党
の 

枝
野
幹
事
長
、
社
民
党
の
吉
田
党
首
を
始

め
中
央
労
福
協
、
労
金
協
会
、
全
労
済
の

代
表
が
見
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
し

ま
し
た
。 

そ
の
後
総
会
は
、
一
般
活
動
経
過
報
告

と
決
算
・
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑
応

答
の
後
、
昼
食
休
憩
に
入
り
ま
し
た
。 

再
開
後
、
規
約
改
正
を
含
む
第
１
号
議

案
か
ら
第
７
号
議
案
ま
で
の
提
案
と
質
疑 

 

 

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

発
言
は
中
央
退
職

者
組
織
か
ら
４
名
、
地

方
退
職
者
組
織
か
ら

は
５
名
の
発
言
が
あ
り 

ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
の
文
中
幹
事
も
発

言
し
、
６
月
23
日
の
沖
縄
で
の
安
倍
首
相
の

発
言
を
批
判
し
た
上
で
、
「
安
倍
首
相
の
暴

走
は
許
せ
な
い
が
、
阿
部
会
長
に
は
暴
走
し

て
も
ら
い
、
退
職
者
連
合
の
運
動
を
引
っ
張
っ

て
欲
し
い
」
と
発
言
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。 

  

規
約
改
正
で
は
、
「日
本
高
齢
・退
職
者
団 

体
連
合
」
を
「
日
本
退
職
者
連
合
」
に
、
「
常

任
幹
事
会
」を
「三
役
会
」に
変
え
、
「退
職
者 

                     

        

連
合
の
目
的
、
事
業
に
賛
同
す
る
個
人
は
、 

地
方
な
ら
び
に
地
域
お
よ
び
地
区
退
連
に 

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
個
人
加
入
が

認
め
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
は
、
す
べ
て
の
議
案
を
承
認
し
た
後
、 

退
任
す
る
羽
山
事
務
局
長
に
代
わ
っ
て
菅
井 

事
務
局
次
長
が
事
務
局
長
に
就
任
し
、 

阿
部
―
菅
井
体
制
の
新
役
員
を
選
出
し
て

終
了
し
ま
し
た
。 

な
お
大
熊
顧
問
は
、
引
き
続
き
幹
事
と
し

て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 
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退
職
者
連
合
第
19
回
定
期
総
会
報
告 

総
会
で
日
本
退
職
者
連
合
に
名
称
変
更 

＝
規
約
改
正
で
個
人
加
盟
も
可
能
に
、
当
面
１
０
０
万
を
目
指
す

＝ 

７
月
15
日
午
前
９
時
30
分
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
連
合
会
館
２
階

大
会
議
室
で
「
退
職
者
連
合
第
19
回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
は
中
央
退
職
者
組
織
か
ら
93
名
、
地
方
退
職
者
組
織
か
ら
47
名
の
代

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
の
代
議
員
は
５
名
で
、
川
端
副

会
長
（
貨
物
労
組
）
、
田
中
副
会
長
（
東
海
労
）
、
伊
藤
事
務
長
（
東
労
組
）
、
文

中
幹
事
（
西
労
）
、
中
村
幹
事
（
貨
物
労
組
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「
規
約
・
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
〈
案
〉」
を
含
む
第
１
号
議
案
か
ら

第
７
号
議
案
を
採
択
し
、
新
役
員
体
制
を
確
立
し
て
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。 

   

戦
争
法
案
は
廃
案
に 

阿
部
会
長
に
は
暴
走
を 

  
７月号（NO.216）の各地

本定期総会の報告記事の
中で、高崎地本ＯＢ会の
欄に以下の誤りがありまし
た。訂正し、関係者の皆様
にお詫び申し上げます。 

 
副会長の氏名欄 

（誤）新井  勇 

（正）半田 国明 

（誤）春原 義男 

（正）春原 芳雄 

 

 

 

 お詫び 

 
 
 

今国会の最大の焦点である安全保障関連法案は、衆議院平和安全

法制特別委員会での強行採決に引き続いて、7月 16日の午後衆議院

本会議で自民、公明、次世代の各党による強行採決によって可決され､

参議院に送付された。これにより、参議院で採決されなくても『60日ルー

ル』によって、衆議院で出席議員の２/３以上の賛成で再可決され、今国

会で成立する見通しとなった。 

この安全保障関連法案は、戦争をしている他国の軍隊を後方支援

する「国際平和支援法案」を恒久化し、憲法違反の集団的自衛権行使

に関する「武力攻撃事態法改正案」などの 11 法案を、一括して国会に

提出したものである。 

これに対し国民の多くは「戦争への危機」を訴えており、学生や労働

者、子を持つ婦人等が連日国会を包囲している。また歴代の自民党内

閣や内閣法制局長も、反対を唱えている。勿論憲法学者も「集団的自

衛権行使は違憲である」と表明している。 

この様な中で安倍政権は、日に日に強まる「安全保障関連法案は戦

争法案だ」の声の高まりと、国民による国会包囲行動の拡がりを圧殺す

るために、強行採決という暴挙に出たのである。 

ＪＲ東労組ＯＢ会は、世界中で自衛隊が武力行使ができる戦争法案

の衆議院強行採決を断固糾弾する。そしてこれからも、この戦争法案の

撤回・廃案を求めて反対する人々と連帯して闘って行く事を表明する。  
 

2015年 7月 16日 

ＪＲ東労組ＯＢ会  

 

 

 

規
約
改
正
で
名
称
変
更 

退職者連合第 19回定期総会の全景 

挨拶する阿部会長 

発言する文中さん 

戦争法案の強行採決を断固糾弾する！ 



  
                 

 

                 

   

あ
さ
の 

                                      

                                        

                                         

                                

今
月
は
土
浦 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
の 

狩
谷
光
治
さ
ん 

を
紹
介
し
ま
す
。 

狩
谷
さ
ん
は
現
役
時
代
は
荷
電
の
代 

行
（
ト
ラ
ッ
ク
で
小
荷
物
を
運
搬
）
の 

仕
事
か
ら
Ｊ
Ｒ
バ
ス
へ
移
行
し
、
三
十 

三
年
間
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
り
、
安
全
運 

転
を
全
う
し
て
Ｊ
Ｒ
を
退
職
し
ま
し
た
。 

現
在
は
、
退
職
後
に
知
人
か
ら
勧 

め
ら
れ
て
始
め
た
「
野
菜
販
売
い
ば 

ら
き
市い

ち

」
と
い
う
名
前
で
、
大
都
会 

の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
け
や
き
坂
で
、
毎
週 

          

土
曜
日
朝
５
時
か
ら
８
時
に
か
け
て
、
契 

約
農
家
が
作
っ
た
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま 

す
。
ま
た
２
０
０
９
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト 

し
た
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
マ
ル
シ
ェ
で
も
、
10 

時
か
ら
14
時
ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

  

 

大
都
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
海
道
か 

ら
沖
縄
ま
で
60
軒
余
り
の
産
地
直
送
農
家 

が
出
店
し
て
い
ま
す
。 

お
客
様
に
は
国
会
議
員
や
有
名
人
も
来
る 

そ
う
で
す
。
自
慢
の
一
つ
は
、
演
歌
歌
手 

      

物
（
ウ
サ
ギ
、
ネ
ズ
ミ
、
馬
、
羊
等
）
で
、 

見
て
も
か
わ
い
い
も
の
ば
か
り
で
す
。 

田
村
さ
ん
は
、
そ
の
木
彫
り
の
作
品
を 

地
域
の
幼
稚
園
や
保
育
所
に
無
料
で
配
っ 

て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
全
労
済
や
労
金
の 

     

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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氷
川
き
よ
し
と
一
緒
に
テ
レ
ビ
に
出
た
こ
と

で
、
い
つ
も
友
人
に
自
慢
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

狩
谷
さ
ん
は
、
現
在
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
副
会
長 

と
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
会
長
も
や
っ
て
い
ま
す
。
そ 

れ
で
も
自
分
で
野
菜
や 

コ
メ
を
作
り
な
が 

ら
、
土
浦
支
部
Ｏ
Ｂ 

会
の
仲
間
と
支
部 

の
サ
ー
ク
ル
な
ど
に 

参
加
し
て
、
組
合
員
と 

和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
楽
し
く 

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

（
つ
く
ば
市
在
住
・
狩
谷 

光
治
・
69
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

水戸地本ＯＢ会 

ヒ
ル
ズ
の
光
ち
ゃ
ん 

 
 

 
  

７
月
11
日
13
時
よ
り
、
「
平

塚
ラ
ス
カ
」
に
お
い
て
「
第
19
回

定
期
総
会
」
が
98
名
の
参
加
者 

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
木
之
下
委
員
長
を
始
め
地
本

三
役
、
地
本
エ
ル
ダ
ー
会
、
貨
物
労
組
新
鶴

見
分
会
Ｏ
Ｂ
会
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
東
京
、

八
王
子
、
大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
な
ど
多

く
の
友
誼
団
体
の
代
表
や
仲
間
が 

参
加
し
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
戸
谷
副 

会
長
、
伊
藤
事
務
局
長
、
本
田 

事
務
局
次
長
の
３
名
が
出
席
し 

ま
し
た
。 

発
言
は
時
間
の
関
係
で
５
名
で
し
た
。 

・ 

七
・
二
浅
野
講
演
は
、
高
み
か
ら
見
て

現
実
を
見
て
い
な
い
。
許
せ
な
い
。 

・ 

横
浜
は
か
っ
て
組
織
問
題
で
苦
労
し

た
。
彼
ら
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
。 

・ 

Ｏ
Ｂ
に
割
引
証
を
交
付
す
る
よ
う
関

係
機
関
に
要
求
し
て
欲
し
い
。 

・ 

少
子
高
齢
化
の
村
で
、
安
否
確
認
の

シ
ス
テ
ム
を
作
って
い
る
話
を
聞
い
た
。 

   

 

第
２
部
で
は
、
自
然
と
人
間
社
の
加
藤 

實 

氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
も
『
浅

野
講
演
』
批
判
が
行
わ
れ
、
参
加
者
に
感
動
と

共
感
を
与
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
例
年
に
も
増
し
て
参

加
者
が
多
く
、
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

            

７
月
18
日
13
時
よ
り
、
千
葉
市 

民
会
館
で
「第
18
回
定
期
総
会
」が 

37
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
第
一
部
が
講
演
会
で
、
自
然
と
人

間
社
の
加
藤 

實
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。 

第
二
部
の
定
期
総
会
は
14
時
か
ら
始
ま
り
、 

田
代
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
の
萩
野
地 

       

 

本
委
員
長
、
県
高
退
連
の
石
田
会
長
が
挨
拶

し
ま
し
た
。
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
、
廣
瀬
副
会

長
、
伊
藤
事
務
局
長
、
川
崎
事
務
局
次
長
が

参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
２
名
が
発
言
し
ま
し
た
。 

・ 

久
し
振
り
に
加
藤
講
演
を
聞
い
て
、
元

気
が
湧
い
た
。 

・ 

強
行
採
決
に
抗
議
し
て
国
会
に
行
っ
た

が
、
若
い
人
と
婦
人
が
多
か
っ
た
。 

・ 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
で
、
現
役
と
じ
っ
く

り
話
し
合
え
て
良
か
っ
た
。 

・ 

総
会
で
は
田
代
会
長
が
勇 

退
し
て
、
新
発
田
事
務
局

次
長
が
会
長
に
新
た
に
就
任

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
辺

野
古
基
金
の
カ
ン
パ
を
行
い 

１
６
、
８
１
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
総

会
資
料
に
添
付
さ
れ
た
会
員
の
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
場
所
を
移
し
、
賑
や
か
な
中
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。 

                        

    

各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の 

 
全
て
の
総
会
が
終
わ
る 

横 浜 

千 葉 
新役員体制 

会長 

 徳永 丈男 

副会長 

 田中  晃 

 進藤  昇 

事務局長 

 杉永 哲也 

 

 

 

 

  新役員体制 

会長 

 新発田正利 

副会長 

 斎藤 繁美 

 石井 俊郎 

事務局長 

 扇谷 健七 

 

 

 

浅
野
講
演
は
許
せ
な
い 

 

新
発
田
新
会
長
が
誕
生 

 
 
 
 

連合が主催する労働法制改悪や安保法制に反対する大集

会に、退職者連合も参加します。 

ＪＲ東労組ＯＢ会の皆さん、奮って参加しましょう！ 

 日時  2015年 8月 23日 10時～11時 

 会場  東京臨海・広域防災公園多目的広場 

 交通  ゆりかもめ「有明駅」   下車、徒歩３分 

りんかい線「国際展示場駅」下車・徒歩５分 

 
 

 

 

 

 

 日 時 
2015年 9月 14日 14時～17時 30分 

 場 所 
水上・ホテル聚楽 
   群馬県利根郡みなかみ町湯原 665 

 参加者 
各地本ＯＢ会１名（但し、東京は２名） 

 本部ＯＢ会三役 
 
 尚、翌日は「全国高齢者集会」への参加となります 
 

 

 

 

 

 

国民の声 怒りの 8・23 大集会 

ＪＲ総連ＯＢ連絡会拡大幹事会開催  

 

 
 

７月 27 日 13 時よりＪＲ東労組本部・中会議室において、本

部ＯＢ会が旧工場、工務、営業職場のＯＢ会組織の強化を目指

して取り組んだ「交流会」の実行委員が集まって、初めての合

同会議が開催されました。 

会議には本部ＯＢ会三役を始め、旧工場から 10名、工務から

６名、営業から 3 名の実行委員が参加しました。また特別参加

として工務と営業から 2名の参加者もありました。 

会議では、各系統別毎に行われた「交流会」以降、各地で取

り組まれた報告が参加者からありました。 

郡山総合車両センター支部では、この「交流会」の話が契機

になって 16 名で結成した支部ＯＢ会が、現在では 80 数名にま

で拡大しました。また八王子地本では支部毎に工務の連合分会

ＯＢ会をつくり、ＯＢ会に加入し易いようにしました。 

しかしその一方で「営業職場ＯＢの交流会」の実行委員長を

務めた宇都宮支部ＯＢ会の会長が、支部ＯＢ会総会の流会を巡

って混乱を起こしてい 

る報告もありました。 

今後はこの経験を生 

かし、たしろ応援に向 

けて奮闘する決意を固 

め合いました。 

 

 

 

系統別「交流会」の合同実行委員会で 

組織強化・拡大の成果を確認する！ 


